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ゆっくりはっきりと話
されれば、日常の身
近な単語を聞きとる
ことができる。

当人に向かって、
ゆっくりはっきりと話
されれば、「立て」
「座れ」「止まれ」と
いった短い簡単な指
示を理解することが
できる。

趣味やスポーツ、部
活動などの身近なト
ピックに関する短い
話を、ゆっくりはっき
りと話されれば、理
解することができ
る。

ゆっくりはっきりと話
されれば、自分自身
や自分の家族・学
校・地域などの身の
回りの事柄に関連し
た句や表現を理解
することができる。

ゆっくりはっきりと放
送されれば、公共の
乗り物や駅や空港
の短い簡潔なアナウ
ンスを理解すること
ができる。

スポーツ・料理など
の一連の行動を、
ゆっくりはっきりと指
示されれば、指示通
りに行動することが
できる。

外国の行事や習慣
などに関する説明の
概要を、ゆっくりはっ
きりと話されれば、
理解することができ
る。

自然な速さの録音や
放送（天気予報や空
港のアナウンスな
ど）を聞いて、自分
に関心のある、具体
的な情報の大部分
を聞き取ることがで
きる。

自然な速さの標準的
な英語で話されてい
れば、テレビ番組や
映画の母語話者同
士の会話の要点を
理解できる。

非母語話者への配
慮としての言語的な
調整がなされていな
くても、母語話者同
士の多様な会話の
流れ（テレビ、映画
など）についていくこ
とができる。

英語の文字が発音
されるのを聞いて、
どの文字かわかる。

日常生活に必要な
重要な情報（数字、
品物の値段、日付、
曜日など）を、ゆっく
りはっきりと話されれ
ば、聞きとることがで
きる。

日常生活の身近なト
ピックについての話
を、ゆっくりはっきり
と話されれば、場所
や時間等の具体的
な情報を聞きとるこ
とができる。

（買い物や外食など
で）簡単な用をたす
のに必要な指示や
説明を、ゆっくりはっ
きりと話されれば、
理解することができ
る。

学校の宿題、旅行の
日程などの明確で
具体的な事実を、
はっきりとなじみの
ある発音で指示され
れば、要点を理解す
ることができる。

視覚補助のある作
業（料理、工作など）
の指示を、ゆっくり
はっきりと話されれ
ば、聞いて理解する
ことができる。

自分の周りで話され
ている少し長めの議
論でも、はっきりとな
じみのある発音であ
れば、その要点を理
解することができ
る。

はっきりとなじみの
ある発音で話されれ
ば、身近なトピックの
短いラジオニュース
などを聞いて、要点
を理解することがで
きる。

トピックが身近であ
れば、長い話や複雑
な議論の流れを理
解することができ
る。

自然な速さで標準的
な発音の英語で話さ
れていれば、現代社
会や専門分野のト
ピックについて、話
者の意図を理解す
ることができる。

口頭活動で既に慣
れ親しんだ絵本の中
の単語を見つけるこ
とができる。

「駐車禁止」、「飲食
禁止」等の日常生活
で使われる非常に
短い簡単な指示を
読み、理解すること
ができる。

簡単なポスターや招
待状等の日常生活
で使われる非常に
短い簡単な文章を
読み、理解すること
ができる。

簡単な語を用いて書
かれた、スポーツ・
音楽・旅行など個人
的な興味のあるト
ピックに関する文章
を、イラストや写真も
参考にしながら理解
することができる。

簡単な語を用いて書
かれた人物描写、場
所の説明、日常生活
や文化の紹介など
の、説明文を理解す
ることができる。

簡単な英語で表現さ
れていれば、旅行ガ
イドブック、レシピな
ど実用的・具体的で
内容が予想できるも
のから必要な情報を
探すことができる。

学習を目的として書
かれた新聞や雑誌
の記事の要点を理
解することができ
る。

インターネットや参
考図書などを調べ
て、文章の構成を意
識ながら、学業や仕
事に関係ある情報を
手に入れることがで
きる。必要であれば
時に辞書を用いて、
図表と関連づけなが
ら理解することがで
きる。

現代の問題など一
般的関心の高いト
ピックを扱った文章
を、辞書を使わずに
読み、複数の視点の
相違点や共通点を
比較しながら読むこ
とができる。

記事やレポートなど
のやや複雑な文章
を一読し、文章の重
要度を判断すること
ができる。綿密な読
みが必要と判断した
場合は、読む速さや
読み方を変えて、正
確に読むことができ
る。

ブロック体で書かれ
た大文字・小文字が
わかる。

ファーストフード・レ
ストランの、絵や写
真がついたメニュー
を理解し、選ぶこと
ができる。

身近な人からの携
帯メールなどによ
る、旅の思い出など
が書かれた非常に
短い簡単な近況報
告を理解することが
できる。

簡単な語を用いて書
かれた、挿絵のある
短い物語を理解する
ことができる。

簡単な語を用いて書
かれた短い物語や
伝記などを理解する
ことができる。

生活、趣味、スポー
ツなど、日常的なト
ピックを扱った文章
の要点を理解した
り、必要な情報を取
り出したりすることが
できる。

ゲームのやり方、申
込書の記入のしか
た、ものの組み立て
方など、簡潔に書か
れた手順を理解する
ことができる。

平易な英語で書か
れた長めの物語の
筋を理解することが
できる。

難しい部分を読み返
すことができれば、
自分の専門分野の
報告書・仕様書・操
作マニュアルなど
を、詳細に理解する
ことができる。

自分の専門分野の
論文や資料から、辞
書を使わずに、必要
な情報や論点を読
み取ることができ
る。

構成が明瞭ではな
く、事柄の関係性が
暗示されているだけ
で明示的になってい
ないときでも、長い
話を理解できる。ま
た、特別に努力しな
いでもテレビ番組や
映画を理解すること
ができる。

生であれ、放送され
たものであれ、母語
話者の速いスピード
の発話でも、話し方
の癖に慣れる時間
の余裕があれば、ど
んな種類の話し言葉
も難無く理解するこ
とができる。

長い複雑な事実に
基づくテクストや文
学テクストを、文体
の違いを認識しなが
ら理解できる。自分
の関連外の分野で
の専門的記事や長
い技術的説明書も
理解できる。

抽象的で、構造的に
も言語的にも複雑な
文章、例えばマニュ
アル・専門的記事・
文学作品のテクスト
など、事実上あらゆ
る形式で書かれた
英文を容易に読むこ
とができる。
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基礎的な語句を使っ
て，「助けて！」や
「～が欲しい」などの
自分の要求を伝える
ことができる。また，
必要があれば，欲し
いものを指さししな
がら自分の意思を伝
えることが出来る。

なじみのある定型表
現を使って、時間・
日にち・場所につい
て質問したり、質問
に答えたりすること
ができる。

基本的な語や言い
回しを使って日常の
やりとり(何ができる
かできないかや色に
ついてのやりとりな
ど），において単純
に応答することがで
きる。

趣味、部活動などの
なじみのあるトピック
に関して、はっきりと
話されれば、簡単な
質疑応答をすること
ができる。

順序を表す表現であ
るfirst, then, nextな
どのつなぎ言葉や
「右に曲がって」や
「まっすぐ行って」な
どの基本的な表現を
使って，単純な道案
内をすることができ
る。

簡単な英語で、意見
や気持ちをやりとり
したり、賛成や反対
などの自分の意見を
伝えたり、物や人を
較べたりすることが
できる。

身近なトピック（学
校・趣味・将来の希
望）について、簡単
な英語を幅広く使っ
て意見を表明し、情
報を交換することが
できる。

病院や市役所といっ
た場所において、詳
細にまた自信を持っ
て、問題を説明する
ことができる。関連
する詳細な情報を提
供して、その結果と
して正しい処置を受
けることができる。

ある程度なじみのあ
るトピックならば，新
聞・インターネットで
読んだり、テレビで
見たニュースの要点
について議論するこ
とができる。

一般的な分野から、
文化、学術などの、
専門的な分野まで、
幅広いトピックの会
話に積極的に参加
し、自分の考えを正
確かつ流暢に表現
することができる。

一般的な定型の日
常の挨拶や季節の
挨拶をしたり、そうし
た挨拶に応答したり
することができる。

家族、日課、趣味な
どの個人的なトピッ
クについて、（必ずし
も正確ではないが）
なじみのある表現や
基礎的な文を使っ
て、質問したり、質問
に答えたりすること
ができる。

スポーツや食べ物な
どの好き嫌いなどの
とてもなじみのあるト
ピックに関して，はっ
きり話されれば，限
られたレパートリー
を使って，簡単な意
見交換をすることが
できる。

基本的な語や言い
回しを使って，人を
誘ったり，誘いを受
けたり，断ったりする
ことができる。

補助となる絵やもの
を用いて，基本的な
情報を伝え，また，
簡単な意見交換を
することができる。

予測できる日常的な
状況（郵便局・駅・店
など）ならば，さまざ
まな語や表現を用い
てやり取りができ
る。

個人的に関心のあ
る具体的なトピック
について、簡単な英
語を多様に用いて、
社交的な会話を続
けることができる。

駅や店などの一般
的な場所で、間違っ
た切符の購入などと
いったサービスに関
する誤りなどの問題
を、自信を持って詳
しく説明することがで
きる。相手が協力的
であれば、丁寧に依
頼したり、お礼を
言って、正しいもの
やサービスを受ける
ことができる。

母語話者同士の議
論に加われないこと
もあるが、自分が学
んだトピックや自分
の興味や経験の範
囲内のトピックなら、
抽象的なトピックで
あっても、議論でき
る。

幅広い慣用表現を
使って、雑誌記事に
対して意見を交換す
ることができる。

簡単な語や基礎的
な句を用いて、自分
についてのごく限ら
れた情報（名前、年
齢など）を伝えること
ができる。

基礎的な語句、定型
表現を用いて、限ら
れた個人情報（家族
や趣味など）を伝え
ることができる。

前もって発話するこ
とを用意した上で、
限られた身近なト
ピックについて、簡
単な語や基礎的な
句を限られた構文を
用い、簡単な意見を
言うことができる。

前もって発話するこ
とを用意した上で、
限られた身近なト
ピックについて、簡
単な語や基礎的な
句を限られた構文を
用い、複数の文で意
見を言う。

一連の簡単な語句
や文を使って、自分
の趣味や特技に触
れながら自己紹介を
することができる。

写真や絵、地図など
の視覚的補助を利
用しながら、一連の
簡単な語句や文を
使って、自分の毎日
の生活に直接関連
のあるトピック（自分
のこと、学校のこと、
地域のことなど）に
ついて、短いスピー
チをすることができ
る。

使える語句や表現を
繋いで、自分の経験
や夢、希望を順序だ
て、話しを広げなが
ら、ある程度詳しく語
ることができる。

短い読み物か短い
新聞記事であれば、
ある程度の流暢さを
もって、自分の感想
や考えを加えなが
ら、あらすじや要点
を順序だてて伝える
ことができる。

ある視点に賛成また
は反対の理由や代
替案などをあげて、
事前に用意されたプ
レゼンテーションを
聴衆の前で流暢に
行うことができ、一
連の質問にもある程
度流暢に対応がで
きる。

要点とそれに関連す
る詳細の両方に焦
点を当てながら、流
暢にプレゼンテー
ションができ、また、
あらかじめ用意され
たテキストから自然
にはなれて、聴衆が
興味のある点に対
応してプレゼンテー
ションの内容を調整
し、そこでもかなり流
暢に容易に表現でき
る。

前もって話すことを
用意した上で、基礎
的な語句、定型表現
を用いて、人前で実
物などを見せながら
その物を説明するこ
とができる。

基礎的な語句、定型
表現を用いて、簡単
な情報（時間や日
時、場所など）を伝
えることができる。

前もって発話するこ
とを用意した上で、
日常生活の物事を、
簡単な語や基礎的
な句を限られた構文
を用い、簡単に描写
することができる。

前もって発話するこ
とを用意した上で、
日常生活に関する
簡単な事実を、簡単
な語や基礎的な句を
限られた構文を用
い、複数の文で描写
できる。

写真や絵、地図など
の視覚的補助を利
用しながら、一連の
簡単な句や文を使っ
て、身近なトピック
（学校や地域など）
について短い話をす
ることができる。

一連の簡単な語句
や文を使って、意見
や行動計画を、理由
を挙げて短く述べる
ことができる。

自分の考えを事前
に準備して、メモの
助けがあれば、聞き
手を混乱させないよ
うに、馴染みのある
トピックや自分に関
心のある事柄につい
て語ることができる。

自分の関心事であ
れば、社会の状況
(ただし自分の関心
事）について、自分
の意見を加えてある
程度すらすらと発表
し、聴衆から質問が
でれば相手に理解
できるように答える
ことができる。

ディベートなどで、そ
のトピックが関心の
ある分野のものであ
れば、論拠を並べ自
分の主張を明確に
述べることができ
る。

ディベートなどで、社
会問題や時事問題
に関して、補助的観
点や関連事例を詳
細に加えながら、自
分の視点を明確に
展開することがで
き、話を続けること
ができる。

複雑なトピックを、派
生的問題にも立ち
入って、詳しく論ずる
ことができ、一定の
観点を展開しなが
ら、適切な結論でま
とめ上げることがで
きる。

状況にあった文体
で、はっきりと流暢に
記述・論述ができ
る。効果的な論理構
成によって聞き手に
重要点を把握させ、
記憶にとどめさせる
ことができる。

言葉をことさら探さ
ずに流暢に自然に
自己表現ができる。
社会上、仕事上の目
的に合った言葉遣い
が、意のままに効果
的にできる。自分の
考えや意見を正確
に表現でき、自分の
発言を他の話し手の
発言にうまくあわせ
ることができる。

いかなる会話や議
論でも無理なくこな
すことができ、慣用
表現、口語体表現を
よく知っている。自分
を流暢に表現し、細
かい意味のニュアン
スを正確に伝えるこ
とができる。表現上
の困難に出会って
も、周りの人に気づ
かれないように修正
し、うまく繕うことが
できる。
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アルファベットの大
文字・小文字、単語
のつづりをブロック
体で書くことができ
る。

住所・氏名・職業な
どの項目がある表を
埋めることができ
る。

簡単な語や基礎的
な表現を用いて、身
近なこと（好き嫌い、
家族、学校生活な
ど）について短い文
章を書くことができ
る。

自分の経験につい
て、辞書を用いて、
短い文章を書くこと
ができる。

日常的・個人的な内
容であれば、招待
状、私的な手紙、メ
モ、メッセージなどを
簡単な英語で書くこ
とができる。

身の回りの出来事
や趣味、場所、仕事
などについて、個人
的経験や自分に直
接必要のある領域
での事柄であれば、
簡単な描写ができ
る。

自分に直接関わり
のある環境（学校、
職場、地域など）で
の出来事を、身近な
状況で使われる語
彙・文法を用いて、
ある程度まとまりの
あるかたちで、描写
することができる。

新聞記事や映画な
どについて、専門的
でない語彙や複雑で
ない文法構造を用い
て、自分の意見を含
めて、あらすじををま
とめたり、基本的な
内容を報告したりす
ることができる。

自分の専門分野で
あれば、メールや
ファックス、ビジネ
ス・レターなどのビジ
ネス文書を、感情の
度合いをある程度含
め、かつ用途に合っ
た適切な文体で、書
くことができる。

自分の専門分野や
関心のある事柄であ
れば、複雑な内容を
含む報告書や論文
などを、原因や結
果、仮定的な状況も
考慮しつつ、明瞭か
つ詳細な文章で書く
ことができる。

単語のつづりを１文
字ずつ発音されれ
ば、聞いてそのとお
り書くことができる。
また書いてあるもの
を写すことができる。

自分について基本
的な情報（名前、住
所、家族など）を辞
書を使えば短い句ま
たは文で書くことが
できる。

簡単な語や基礎的
な表現を用いて、
メッセージカード（誕
生日カードなど）や
身近な事柄について
の短いメモなどを書
ける。

趣味や好き嫌いに
ついて複数の文を用
いて、簡単な語や基
礎的な表現を使って
書くことができる。

文と文を and, but,
because などの簡
単な接続詞でつなげ
るような書き方であ
れば、基礎的・具体
的な語彙、簡単な句
や文を使った簡単な
英語で、日記や写
真、事物の説明文な
どのまとまりのある
文章を書くことがで
きる。

聞いたり読んだりし
た内容（生活や文化
の紹介などの説明
や物語）であれば、
基礎的な日常生活
語彙や表現を用い
て、感想や意見など
を短く書くことができ
る。

身近な状況で使わ
れる語彙・文法を用
いれば、筋道を立て
て、作業の手順など
を示す説明文を書く
ことができる。

物事の順序に従っ
て、旅行記や自分
史、身近なエピソー
ドなどの物語文を、
いくつかのパラグラ
フで書くことができ
る。また、近況を詳し
く伝える個人的な手
紙を書くことができ
る。

そのトピックについ
て何か自分が知って
いれば、多くの情報
源から統合して情報
や議論を整理しなが
ら、それに対する自
分の考えの根拠を
示しつつ、ある程度
の結束性のあるエッ
セイやレポートなど
を、幅広い語彙や複
雑な文構造をある程
度使って、書くことが
できる。

感情や体験の微妙
なニュアンスを表現
するのでなければ、
重要点や補足事項
の詳細を適切に強
調しながら、筋道
だった議論を展開し
つつ、明瞭で結束性
の高いエッセイやレ
ポートなどを、幅広
い語彙や複雑な文
構造を用いて、書く
ことができる。

いくつかの視点を示
して、明瞭な構成
で、かなり詳細に自
己表現ができる。自
分が重要だと思う点
を強調しながら、手
紙やエッセイ、レ
ポートで複雑な主題
について書くことが
できる。読者を念頭
に置いて適切な文
体を選択できる。

明瞭で流暢な文章を
適切な文体で書くこ
とができる。効果的
な論理構造で事情を
説明し、その重要点
を読み手に気づか
せ、記憶にとどめさ
せるよう、複雑な手
紙、レポート、記事を
書くことができる。仕
事や文学作品の概
要や評論を書くこと
ができる。
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